
無資格者 60,000円

093-513-7855

介護福祉士の資格を取得

するには3年の実務経験＋

実務者研修の修了が必須

です。介護福祉士資格取

得の応援も行います

実務者研修修了すると訪問

介護事業所の「サービス提供

責任者」として活躍することも

できます。

介護福祉士を取得を応援！！

（サービス提供責任者の資格）

＜スクーリング＞

定員10名で、講義・演習

実技課題に取り組みます。

事例を通して、介護計画の作成

介護技術の再確認を行います。

通信学習＋スクーリング8日間 介護福祉士受験資格を取得

（介護福祉士受験の必須資格）

今後も期待される資格！！

北九州 定員10名・ 千葉 定員10名

株式会社シダー 介護福祉士 実務者研修（通信課程）
2019年度 前期（7月～12月コース） 開講案内

2019年

７月～12月

その他資格 学則に受講料記載しています

スクーリング
会場・定員

受講料
スクーリング

日程

（株）シダー 実務者研修担当 山口

http://ｗｗｗ.cedar-Web.com/

●レポート提出最短6回

●講習時間 9:00 ～ 17:00の間●期間7月～12月（通学8日間）

その他、お気軽にお問合せください（受付時間9：00～17：00※日曜除く）

8月～11月 月2日間 計8日間介護職員初任者研修 50,000円

福岡 ・ 千葉会場

詳細日程はスクーリング日程に記載しています

通信課程 2019年7月～

介護福祉士 実務者研修 開講

定員になり次第、応募締め切ります

当社研修の特色

無理なく働きながらも学べる
通信コース（通学は８日間）！！
少人数制（定員 福岡10名 千葉10名）で
ゆっくり楽しく介護に必要な知識・技術を
楽しく学べます。
※7月～12月コースは、2020年1月の
介護福祉士国家試験受験できます。
※2019年度前期（7月～12月コース）を
2019年7月開講します
（定員 福岡10名 千葉10名）
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株式会社シダー介護職員実務者研修  通信課程

2019年度 介護職員実務者研修 受講生募集要項

１．研修期間   2019年7月1日～2019年12月31日（前期日程）

２．研修日程 （概要）オリエンテーション：6月下旬

講義・演習：8月、9月、10月、11月 各2日間 計８日間スクーリング 時間 9:30～18:30の間

※詳細別紙「学習進度計画表」「通信課程 スクーリング日程／時間割」参照ください。

３．講義及び演習の実施場所

北九州会場・・・（株）パイン「パインビル２階 研修室」

（福岡県北九州市小倉北区大畠一丁目7－20）

     千葉会場・・・ （株）シダー 「あおぞらの里 八千代デイサービスセンター3階 研修室」

（千葉県八千代市高津699-1）

４．受講資格

（１）介護福祉士の資格取得を目指している者。 （２）心身ともに健全である者。

（３）面接授業(スクーリング)の全日程受講可能な者。

５．募集人員（前期日程）

北九州会場10名、千葉会場10名

６．受講手続き

①受講をご希望の方は、実務者研修スクーリング会場および日程を確認の上

お電話でお申し込み下さい。詳細をご説明いたします。

受講申込みの受付後、受講申込書類をご自宅へ送付いたします。

※なお、定員になり次第、受付を締め切らせていただきますので

あらかじめご了承ください。

＜ご連絡先＞株式会社 シダー介護福祉士実務者研修 通信課程 担当山口

福岡県北九州市小倉北区大畠一丁目７番１９号 ＴＥＬ 093-513-7855

②受講申込書に必要事項を記載し、課題書類を添付して期日までに郵送

（返信用封筒）または持参にて提出してください。

③受講申込書および課題書類等にて、受講者の選考を行います。

受講申込者への確認が必要な場合、面接または電話連絡等を行います。

2019 年度 7 月開講分定員となり

受講受付締め切りました。



- 2 -

      ７.受講者選考方法

①受講申込書および課題書類等にて、受講者の選考を行います。

受講申込者への確認が必要な場合、面接または電話連絡等を行います。

②当法人は受講者選考後、選考結果を受講申込者へ通知します。

８．受講費用及び支払い方法・・・無資格者60,000円（テキスト代 通信費込み）

※現在保有している介護関係の資格により、一部科目が免除され、受講料も減免されます。

９．欠席、遅刻、及び早退の取扱い

やむを得ない事情があると認められる者については、日程調整して、

欠席、遅刻、早退した時間に応じた補講を実施する。

補講料・・・1時限ごとに、1,000 円(消費税込)を受講者負担とする。

10.使用教材・・・介護福祉士実務者研修テキスト 全 5 巻（中央法規出版 発行）

1１．受講費用の支払い方法

①受講決定後、開講前オリエンテーションに出席時、上記受講料を一括で徴収

いたします。その際、運転免許証（健康保険証等）他研修の修了証明書の写し

及び印鑑を持参し当法人職員が確認します。

②受講料の納入、確認後、教材等を配布します。

１２．受講料の返還

受講後の途中解約の場合、受講料の返金は行いません。

１３．履修方法履修の方法

通信学習による添削課題の提出及び一部通学（面接授業）を行います。

14．修了証明書の発行・・全科目の履修認定・修了評価を受けた方には

「介護福祉士実務者研修修了証明書」を送ります。

        ※ご不明な点がありましたら担当者までご連絡ください。

保有資格 受講料（テキスト代含む）

無資格 60,000 円

ホームヘルパー2 級資格 50,000 円

介護職員初任者研修資格 50,000 円

ホームヘルパー1 級資格 40,000 円

介護職員基礎研修課程 20,000 円



６月 １月

⑩発達と老化の理解Ⅰ（１０）

⑪発達と老化の理解Ⅱ（２０）

⑫認知症の理解Ⅰ（１０）

千葉

北九州

千葉

北九州

修
了
評
価

修
了
証
書
郵
送

※学習レポート（研修を通じて学んだこと　振り返り）

学
習
レ
ポ
ー

ト
提
出

学
習
レ
ポ
ー

ト
送
付

１１月２１日、２２日
スクーリング

１１月２９日、３０日
スクーリング

１０月１７日、１８日
スクーリング

１０月２５日、２６日
スクーリング

８月２３日、２４日
スクーリング

８月１５日、１６日
スクーリング

９月２７日、２８日
スクーリング

案
内
送
付

９月１９日、２０日
スクーリング

演
習
日
程

介護過程Ⅲ（４５）※面接授業
計7日間

医療的（演習）
計2日間

第
4
回

第
3
回

⑬認知症の理解Ⅱ（２０）

⑮障害の理解Ⅱ（２０）第
5
回

課
題
提
出

結
果
送
付

課
題
添
削

課
題
添
削

（自宅学習）

結
果
送
付

（自宅学習）

課
題
送
付

課
題
送
付

課
題
提
出

⑯こころとからだのしくみⅠ（２０）

⑨２介護過程Ⅱ（２５） 課
題
提
出

⑰こころとからだのしくみⅡ（６０）

（自宅学習）

課
題
提
出

⑨介護過程Ⅰ（２０）

③社会の理解Ⅱ（３０）

⑦生活支援技術Ⅰ（２０）

⑧生活支援技術Ⅱ（３０）

⑱医療的ケア

課
題
添
削

課
題
送
付

第
2
回

課
題
添
削

結
果
送
付

⑭障害の理解Ⅰ（１０）

課
題
添
削

結
果
送
付

第
1
回

①人間の尊厳と自立（５）

課
題
送
付

（自宅学習）

課
題
提
出④介護の基本Ⅰ（１０）

⑤介護の基本Ⅱ（２０）

⑥コミュニケーション技術（２０）

②社会の理解Ⅰ（５）

　１２ 月

課
題
送
付

（自宅学習）

　１１月

結
果
送
付

　　　　　　　　　　　　株式会社シダー　介護福祉士実務者研修　通信課程　学習進度計画表（2019年度 前期 7月開講分）

科目名（時間数） 　７月 　８月 ９月  １０月



株式会社シダー　介護福祉士実務者研修　通信課程　スクーリング日程／時間割

限目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目

1 9：30～11：０0 90分

2 11：10～13：10 120分

3 14：１0～16：１0 120分

4 16：20～18：20 120分

限目 1日目 2日目

1 9：30～11：00 90分

2 11：10～12：40 90分

3 13:40～15：10 90分

4 15：20～16：20 6０分

9月 11月

10月

・喀痰吸引の知識の
確認、実施手順の確
認
・喀痰吸引実技演習
（口腔・鼻腔・気管カ
ニューレ内部）各5回
以上）

・経管栄養の知
識確認、実施手
順の確認
・経管栄養実技
演習（胃ろう又は
腸ろう・経鼻経管
栄養）各5回以
上）
・救急蘇生法演
習

スクーリング内容 医療的ケア

開講日2019年7月

時間割／日程

スクーリング内容

開講日2019年7月

時間割／日程

オリエンテーション
(30分）

介護過程の
基礎的理解と

応用＊１日目のみ
９：００開始

介護過程Ⅲ

＜事例演習1＞
多職種連携

（チームアプロー
チ）の意味と具体

的な方法

＜事例演習2＞
介護過程の展開
グループワーク・
介護技術の演習

＜事例演習3＞
介護過程の展開
グループワーク・
介護技術の演習

＜事例演習4＞
介護過程の展開
グループワーク・
介護技術の演習

＜総合課題：事
例課題の展開＞
心身の状況等に
応じた介護、介
護知識の評価

介護過程の展開の
実際

8月


